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トランスレーショナルリサーチ・コーディネー

ターの仕事

〜未来の医療への橋渡し〜

医療安全管理部　河野美那子　

　いつも「医科研病院だより」をお読み頂き、ありがとう
ございます。毎号様々な部署のスタッフが医科研病院の特
色を紹介しておりますが、今号では、トランスレーショナ
ルリサーチ・コーディネーターの仕事について紹介させて
頂こうと思います。

　トランスレーショナルリサーチ・コーディネーター
（TRC）という職種をご存知でしょうか？初めて耳にす
るという方も多いのではないでしょうか。TRCは臨床試
験を円滑に行うために、医師や看護師等の医療スタッフ、
臨床試験の依頼者、患者様の間に入り調整を行う専門の職
種です。患者様が安心して臨床試験に参加出来るよう、様々
な仕事を行っております。具体的には、臨床試験に参加し
てくださる患者様のサポート（診察への同行、副作用の有
無の確認、来院スケジュールの調整、情報提供、相談窓口
etc･･）、医師へのサポート（診察、記録作成の補助
etc･･）、病院内の各部門や臨床試験の依頼者との細かな打
ち合わせなど多岐に渡ります。当院では現在、看護師２名、
薬剤師１名がその仕事に当たっております。また、一部の
試験では管理栄養士、臨床検査技師、臨床心理士も加わっ
て、チームでコーディネート業務に当たっています。

　私は約３年半、当院にてTRCの仕事をしておりますが、
この仕事をしていていつも思う事は、「新しい治療法の開
発に協力したい」という気持ちを持った患者様がいなくて
はどんな臨床試験も行う事は出来ないということです。臨
床試験では、来院のスケジュールが決められていたり、通
常の診療と比べて検査や生活の制限が多かったり、患者様
にご協力頂くことが大変多いです。しかし、「臨床試験」
を行わなければ新しい薬や治療法を開発することは出来ま
せん。患者様の「協力したい」という気持ちを大切にし、
患者様のご負担を最小限に留め臨床試験を円滑に進めて行
くことが私達の仕事です。患者様の「協力したい」という
気持ちが未来の医療につながるよう、これからもスタッフ

一同日々努力して行きたいと考えております。

※　�トランスレーショナルリサーチ・コーディネーター
（TRC）は、一般には、臨床試験コーディネーター、
治験コーディネーター、CRC等と呼ばれています。
当院ではトランスレーショナルリサーチ（探索型臨床
研究）を推進しているため、この様な呼称で呼ばれて
います。

※　�「臨床試験」とは、患者様やボランティアの方にご協
力頂き、新しい薬や治療方法が従来の薬や治療方法と
比べて優れているか（有効性）、副作用が強くないか（安
全性）を調べる試験です。新しい薬や治療方法を開発
するための大切な過程です。

◆医科研病院サマーコンサートが開催されました◆
　去る８月25日（火）、病院棟８階のトミーホールにおいて、
医科研病院サマーコンサートが開催されました。エンジェ
ルハープ三重奏団「CoCoRi（ココリ）」の本多好美さん、
山崎あけみさん、下田多佳子さん、そして賛助出演のトシ・
山川さん（ギター＆パーカッション）が、「ドレミの歌」や「夏
の思い出」などの愛唱歌や、「崖の上のポニョ」などのヒ
ット曲を素敵にアレンジされ、美しい音色で演奏してくだ
さいました。演奏終了後は来場者に楽器の解説をしてくだ
さるなど、終始和やかな一時をご提供くださいました。
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糖尿病教室の御案内
検査部・先端診療部　医師　磯尾　直之　

　こんにちは。当院で糖尿病診療を担当しております磯尾
直之と申します。

　今回は「糖尿病教室」の御案内をいたしましょう。糖尿
病教室は糖尿病診療をおこなっている多くの病院で患者さ
ん向けに開催されていますが、当院でも2006年４月から月
一度の頻度で（第４水曜日午後に）実施しています。

　糖尿病の治療にあたり、患者さん自身が糖尿病に対する
正しい知識をもって自己管理することが特に重要です。糖
尿病は単に医師が処方した薬を内服すれば治る、というも
のではなく、例えば食事療法や運動療法を長期にわたって
継続する努力が求められます（ここで「食事療法や運動療
法をせずに、その分薬を多めに使えばよいのではないか？」
と疑問を感じられた方は鋭いと思います。なぜそれが好ま
しくないのでしょうか？疑問を解決したい方は是非糖尿病
教室に御参加下さい！）。
　自己管理のために患者さんが習得すべき知識はかなり多
岐にわたります。私たちスタッフも、通常の外来診療中に
可能な限りこれらを御説明していますが、残念ながら時間
的な制約のために十分なことができないのが現状です。
　これを補うのが「糖尿病教室」です。是非これだけは患
者さんに理解して頂きたい、という知識のエッセンスとい
ってもよいでしょう。

　当院の糖尿病教室は、毎回、例えば「糖尿病の合併症に
ついて」といったテーマを決めて、これに関連して医師、
管理栄養士、看護師、薬剤師、臨床検査技師　が各々の観
点から10〜20分程度のお話をするという形式でおこなって
います。質疑応答の時間も設けていますが、お話の途中で
の質問も歓迎しています。一年を通して必要な知識が一通
り習得できるようにプログラムを組んでいますが、これと
は別に、年に２回は「お食事会」として、かたい話抜きに
雑談を楽しんで頂いています。
　さて一年で「免許皆伝」といきたいところですが、医学・
医療は日進月歩であり、糖尿病診療もその例に洩れません。
従いまして、我々の糖尿病教室の内容も、年々少しずつ改
訂を加えています。三年以上にわたって毎回御出席下さっ
ている患者さんもいらっしゃいます。同じテーマを扱って
も決してマンネリズムに陥らないよう、スタッフ一同工夫
してまいります。
　御参考までに、2009年度糖尿病教室（既に終了した分、
これから予定している分を含め）の各テーマを御紹介いた
しましょう。

2009年度　糖尿病教室　開催内容
2009年４月現在

開催日
第４㈬
13:30〜

開　　　　　催　　　　　内　　　　　容

医　師 検査技師 看護師 薬剤師 栄養士

４月 糖尿病とは 糖尿病の経口
薬について①

「健康食」っ
てどんな食
事？

５月

糖尿病の治療
１
〜食事・運動・
薬〜

フットケア 糖尿病の経口
薬について②

自分に適した
食事とは？

６月 食事会（脂質異常症　食事の組み立て方）

７月

糖尿病の治療
２
〜インスリン・
SMBG〜

靴の選び方・
フットケア

インスリンと
は

低血糖対策・
補食のとり方

９月 30
日

メタボリック・
シンドローム、
肥満、脂質異
常症

自分でできる
運動

脂質異常症の
薬

おやつとアル
コールと脂質
異常症

10月
高血圧症・シ
ックデイの対
策

糖尿病の検査
について

高血圧の薬に
ついて 減塩の工夫

11月 食事会②

12月 16
日
フットケアに
ついて 口腔ケア 年末年始の食

事のポイント

１月 合併症につい
て まとめ

脂質異常症の
食事・腎臓に
優しい食事

２月 食事会③

３月

　糖尿病教室は、糖尿病の患者さんや御家族の方だけでは
なく、どなたでも御参加頂けます。御希望の方は、担当医
師または外来予約受付にお申し出下さい。予約を頂く場合、
糖尿病教室担当医師の所属の関係上、「先端診療部」の枠
内での登録となります。

　多くの方の御参加をお待ちしています。

す こ や か・ カ フ ェ
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近代医科学記念館へのお誘い
総務課庶務係　近代医科学記念館　木下　惠子　

　今年は冷夏といわれていますが…
　記念館は展示品保存の為30度以下にならない日が続くと
設定30度で空調を入れたままにします。今年は一度もあり
ませんでした。平成13年の開館以来初めてです

　来館される方は、たびたび病院にお見えになっていても
「なんだろうと思いながら、なかなかきっかけがなくて」
とお話しされます。記念館は医科学研究所の歴史や現在の
研究の実績や成果などを紹介しており医科学研究所の内容
を理解いただくために設置されました。外観からは予想で
きない提示室のたたずまいやガラスのアトリエなど斬新で
す。展示スペースにはくつろいでいただけるようテーブ
ル・椅子の用意もあります。また館内はバリアフリーにな
っていますので車椅子での来館も安心です

　最近発見された野口英世先生の直筆年賀状は是非見てい
ただきたい物のひとつです。野口先生は横浜検疫で日本初
のペスト菌患者を発見しています。その実績から清国の牛
荘に派遣されました。そこに滞在中の1899年に書かれたも

ので大変価値のあるものです。どんな価値が…紙面の都合
上長いので記載できませんが横浜検疫や牛荘での活躍は彼
の躍進の大きなきっかけとなっています。是非記念館に足
を運んで閲覧して戴きたいと思います

　職員の皆様も朝な夕な記念館の前を通って通勤している
方が殆どだと思います。記念館に入館したことある方は意
外と少ないです。この機会に是非寄り道していただきたい
と思います

東京大学医科学研究所附属病院・ご利用案内
診　療　科
内　科（総合、血液腫瘍、感染症、リウマチ・膠原病、代謝・内分泌、
　　　　循環器、消化器）
小児科（小児細胞移植）
外　科（一般、腫瘍、消化器、乳腺）、整形外科（関節）
放射線科、麻酔科、遺伝相談

外来診療日
月曜日～金曜日（祝日および年末年始を除く）
診療受付時間
　８：３０～１１：３０（初診・再診）
１２：３０～１６：００（再診のみ）
※予約時間の１５分前までに受付にお越しください。
（ 確実にご受診いただくために、ぜひ予約をお取りください ）
予約専用電話（予約受付および変更）
　診察：０３－５４４９－５５６０
　検査：０３－５４４９－５３５５
　受付時間　８：３０～１７：００（外来診療日のみ）
アクセス
•東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線で「白金台駅」下車
•JR 山手線目黒駅東口から都バス品93大井町競馬場行で「白金
台駅」下車、
あるいは都バス黒77千駄ケ谷行か橋86新橋駅行で「東大医科研
西門下車」、
または駅より歩いて約15分、タクシーで約５分（１メーター）
•JR 品川駅から都バス品93目黒駅行で「白金台駅」下車
•東京メトロ日比谷線広尾駅から都バス広尾橋から黒77
または橋86目黒駅行で「東大医科研病院西門」下車
※患者専用駐車スペースも数台分ございます。ご利用は受付にお
申し出ください。

東京大学医科学研究所
附属病院
•表門より200m
•西門より250m

なんでも・ひろば

野口英世博士直筆年賀状（東大医科研・近代医科学記念館収蔵）


